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ジャッジ 森山　悠佑 ジャッジ 奥山　景子

ジャッジ 橋本　名奈子 Ｔ　Ｏ 和田　千恵子

Ｓ.アンパイア Ｓ.アンパイア

監　督 奥田　泰恵 監　督 薄川　督

アンパイア 堀江　紀之 アンパイア 氏家　健太

ＳＯ

戦成功〇／不成功×

Ｒ.アンパイア 野澤　達 Ｖ.アンパイア

7
Ｓ
Ｏ
戦

1
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戦

チャレンジ権

✓ 22 松野　早久良 8 18 爪田絵里佳

時間

西
日
本

得
 
 

点

東
日
本

種類

PS

22 21 岡本　早紀 ✓ 17 仁神かれん

✓ 18 北条　実羽 8 16 天明沙季

21 17 濱岡　史奈 ✓ 15 松井沙良

✓ 12 外園	
 ひかる	
 8 10 寺田有美香

28 14 上田	
 麻木	
 	
 

✓ 15 宇山　夕貴

24 16 	
 原田　京佳

31 12 辻本彩里

✓ 11 吉田	
 波那	
 ✓ 9 篠崎佳子

✓ 10 吉岡	
 英恵	
 ✓ 8 髙橋梨紗

27 9 岡田	
 望和	
 8 7 伊藤智咲

✓ 8 谷野	
 絵美	
 	
 9 6 成田瑠奈

24 7 幸所　ももこ ✓ 5 杉本四季子

✓ 5 辰巳	
 明日香 ✓ 4 内村紗羅

✓ 4 川原	
 彩花 ✓ 3 畑　祐希

20 3 高橋	
 咲穂 ✓ 2 市川結子
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合	
 計

✓ 2 森田	
 彩那 ✓ 1 君島奈々未

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号 氏　　　　名

チーム名 ew 1Q チーム名 ww

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

女子東西対抗 女子 12:30 立命館OICフィールド 人工芝（W）

✓ 13 山下阿柚佳

8 14 大津奈緒子

公	
 式	
 試	
 合	
 記	
 録

公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名： 第３７回　全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦

✓ 13 二谷	
 葵	
 	
 ✓ 11 葛島歩耶

西日本

2Q

東日本3Q

4Q

217



試合番号 東西交流 女 6月30日

大学名 時間 得点 アシスト 種類 時間 得点 アシスト 種類

東日本 20 11 PS

西日本 46 11 FG

西日本 51 11 FG

大学名 PC シュート PC シュート PC シュート PC シュート

大学

大学

SO戦 1 2 3 4 5 合計

　　　大学

　　　大学

第37回全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦
補助記録・戦評

第1Q
PS

第2Q
PS

立命館OICフィールド

大学名

第4Q
PS

0-0
0-1
0-0西日本 東日本（２ １）
2-0

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q
第3Q
PS

西日本のセンターパスにより第1Q開始された。	

　第1Q、西日本のペースで試合は進み、#11吉田のサークルイン、#5辰巳のセンタリングが続く。8分西
日本#11吉田が切り込み、ゴール前に持ち込むが点数は決まらない。10分、西日本#11吉田がシュート
を打つが決まらない。	

　20分東日本がPSを獲得。#11葛島がゴール左隅に決め先制点を挙げる。第2Qは東日本のペースで
ゲームは進み、西日本は我慢の時間帯が続く。24分東日本がPCを獲得。#15松井がシュートを放つも
惜しくもゴール右側に外れる。対する西日本も#7幸所のオーバーラップからチャンスを演出するもシュー
トにはたどり着けない。第2Q終了間際、西日本#16原田がインターセプトからサークル内に切り込むが
得点には至らず0-1で前半戦を折り返した。	

　第3Qは両チーム拮抗した展開の中徐々に西日本が流れを掴んで試合を進める。西日本は43分#4川
原のセンタリングから#11吉田がゴール前のボールをシュートするもGK#1君島の好セーブにより得点に
は至らない。	

　第4Q開始直後の46分、西日本#11吉田がドリブルで切り込みヒットシュートをゴール右隅に決め、1-1
の同点に追いつく。その後51分西日本#22松野のアシストから#11吉田がリバースヒットを決め、2-1の逆
転に成功する。後がない東日本は56分にGKを下げ決死のパワープレイを敢行する。終了間際の60分
東日本はゴール前の決定機を作るも決めきれず、試合は2-1の西日本の勝利で幕を閉じた。	



